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年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
新
年

の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
さ
ま
に
は
日
頃
よ
り
、
九
州

地
方
整
備
局
の
進
め
る
国
土
交
通

行
政
の
推
進
に
ご
支
援
、
ご
協
力

賜
り
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
九
州
は
海
に
囲
ま
れ
、
中
国
の

上
海
、
韓
国
の
ソ
ウ
ル
と
い
っ
た

東
ア
ジ
ア
の
大
都
市
か
ら
５
０
０

―
１
０
０
０
㎞
圏
内
に
位
置
し
て

お
り
、
東
ア
ジ
ア
の
概
ね
中
心
に

位
置
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
機
能
を
更
に
強
化

し
、
恵
ま
れ
た
地
理
的
環
境
を
活

か
す
こ
と
で
、
今
後
も
ア
ジ
ア
の

経
済
成
長
を
九
州
の
産
業
発
展
に

取
り
込
む
こ
と
が
日
本
の
持
続
的

な
成
長
と
発
展
に
向
け
て
ま
す
ま

す
重
要
で
す
。

　
近
年
で
は
令
和
３
年
８
月
や
昨

年
７
月
の
梅
雨
前
線
に
よ
る
九
州

北
部
で
の
災
害
な
ど
、
九
州
地
方

は
７
年
連
続
で
大
規
模
な
浸
水
被

害
が
発
生
し
て
お
り
、
治
水
対
策

の
強
化
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。
昨

年
３
月
に
は
六
角
川
水
系
が
九
州

で
初
と
な
る
「
特
定
都
市
河
川
」

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
流
域
の
あ

ら
ゆ
る
関
係
者
が
連
携
し
て
減
災

・
防
災
に
取
り
組
む「
流
域
治
水
」

を
強
力
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、

昨
年
７
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
新

た
な
「
国
土
強
靱
化
基
本
計
画
」

に
基
づ
き
、
国
民
の
生
命
や
財
産

を
守
る
防
災
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
・

管
理
を
着
実
に
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
４
年

月
に
有
明

海
沿
岸
道
路
の
大
野
島
（
お
お
の

し
ま
）
Ｉ
Ｃ
〜
諸
富（
も
ろ
ど
み
）

Ｉ
Ｃ
間
が
開
通
し
、
初
め
て
福
岡

県
と
佐
賀
県
が
有
明
海
沿
岸
道
路

で
繋
が
り
、
三
池
（
み
い
け
）
港

や
佐
賀
国
際
空
港
な
ど
の
交
通
拠

点
と
の
連
携
強
化
が
図
ら
れ
る
な

ど
、
更
な
る
地
域
経
済
の
活
性
化

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年

月
に
は
高
規
格
道
路
で
あ
る
島
原

道
路
の
一
部
を
構
成
す
る
森
山
拡

幅
の
森
山
東
Ｉ
Ｃ
〜
森
山
西
Ｉ
Ｃ

間
が
開
通
し
、
長
崎
県
と
と
も
に

進
め
る
島
原
道
路
の
整
備
で
も
広

域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
に

よ
る
地
域
産
業
活
性
化
や
観
光
振

興
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
一
方
で
、
今
年
４
月
に
建
設
業

に
対
す
る
罰
則
付
き
の
時
間
外
労

働
規
制
が
適
用
と
な
り
ま
す
。
地

域
の
建
設
業
の
維
持
・
発
展
の
た

め
に
、
週
休
２
日
を
は
じ
め
と
す

る
「
働
き
方
改
革
」
や
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ

Ｓ
の
普
及
促
進
な
ど
建
設
業
従
事

者
の
「
処
遇
改
善
」
、
Ｄ
Ｘ
や
Ｉ

Ｃ
Ｔ
施
工
な
ど
に
よ
る
「
生
産
性

向
上
」
の
取
り
組
み
を
更
に
推
進

し
て
い
く
所
存
で
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年

が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
実
り
多

い
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
祈
念

し
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
新
年

の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
素
よ
り
港
湾
行
政
の
推
進
に

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
県
内
主
要
港
に
国
際

ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
が
再
開
し
、

港
が
多
く
の
観
光
客
で
賑
わ
う
日

常
が
戻
っ
て
き
た
と
感
じ
ら
れ
る

年
と
な
り
ま
し
た
。
本
年
は
長
崎

港
に
お
い
て
も
さ
ら
に
寄
港
数
の

増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
で
、
以

前
の
よ
う
な
活
発
な
寄
港
に
備
え

て
長
崎
港
松
が
枝
地
区
２
バ
ー
ス

化
事
業
を
着
実
に
進
め
て
参
り
ま

す
。

　
さ
ら
に
、
近
年
の
激
甚
化
・
頻

発
化
す
る
台
風
や
高
波
な
ど
へ
の

対
応
、
施
設
の
老
朽
化
対
策
の
た

め
、
厳
原
港
や
佐
世
保
港
な
ど
に

お
け
る
予
防
保
全
事
業
、
長
崎
空

港
滑
走
路
端
安
全
区
域
（
Ｒ
Ｅ
Ｓ

Ａ
）
整
備
事
業
な
ど
、
港
湾
や
空

港
に
お
け
る
国
土
強
靱
化
、
安
全

・
安
心
の
確
保
に
も
引
き
続
き
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
令
和
４
年

月
に
港
湾
に
お
け

る
脱
炭
素
化
の
取
組
を
官
民
連
携

に
よ
り
推
進
す
る
た
め
港
湾
法
の

一
部
を
改
正
さ
れ
、
「
港
湾
脱
炭

素
化
推
進
計
画
」
や
「
港
湾
脱
炭

素
化
推
進
協
議
会
」
の
制
度
な
ど

が
創
設
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え

て
、
昨
年
８
月
に
長
崎
港
や
佐
世

保
港
に
お
い
て
「
港
湾
脱
炭
素
化

推
進
協
議
会
」
が
発
足
し
、
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
ポ
ー
ト
の
形

成
に
向
け
て
の
検
討
が
進
め
ら
れ

て
い
る
た
め
、
本
取
組
を
支
援
し

て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
事
業
の
実
施
に
あ
た
り

ま
し
て
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
対
象
工

事
の
拡
大
、
Ｃ
Ｉ
Ｍ
の
活
用
等
に

よ
り
施
工
現
場
の
Ｄ
Ｘ
化
を
推
進

し
、
生
産
性
の
向
上
や
工
事
発
注

に
お
け
る
働
き
方
改
革
の
取
り
組

み
な
ど
、
担
い
手
育
成
・
確
保
に

つ
な
が
る
活
動
を
建
設
業
界
の
皆

様
と
連
携
し
て
進
め
て
い
く
と
と

も
に
、
地
域
経
済
の
発
展
に
貢
献

す
る
港
湾
空
港
の
整
備
を
目
指
し

て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て

実
り
あ
る
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り

ま
す
よ
う
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

　
年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
新
春

の
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
も
建
設
業
界
の
皆
さ
ま
に

は
地
域
の
安
全
・
安
心
な
生
活
、

経
済
を
力
強
く
支
え
て
頂
き
ま
し

た
。
心
か
ら
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　
現
在
、
当
事
務
所
で
は
、
西
九

州
自
動
車
道
・
松
浦
佐
々
道
路
を

は
じ
め
と
す
る
道
路
整
備
や
本
明

川
の
河
川
改
修
・
ダ
ム
建
設
事
業
、

雲
仙
普
賢
岳
溶
岩
ド
ー
ム
の
挙
動

監
視
等
の
砂
防
管
理
等
を
通
じ

て
、
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化

に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
お
り
ま

す
。

　
今
年
度
は
、

月

日
（
日
）

国
道

号
森
山
拡
幅
（
森
山
東
Ｉ

Ｃ
〜
森
山
西
Ｉ
Ｃ
間
）
の
開
通
式

を
無
事
に
執
り
行
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
残
り
の
事
業
中
区
間
や

他
事
業
の
事
業
中
区
間
に
つ
き
ま

し
て
も
、
１
日
も
早
い
全
線
開
通

に
向
け
て
、
引
き
続
き
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
今
後

も
地
域
や
関
係
者
の
皆
さ
ま
の
ご

支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
本
年
も
引
き
続
き
、
「
防
災
・

減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
５

か
年
加
速
化
対
策
」
予
算
等
を
活

用
し
な
が
ら
、
西
九
州
自
動
車
道

等
の
道
路
整
備
や
本
明
川
ダ
ム
本

体
工
事
の
発
注
及
び
付
替
道
路
の

整
備
、
半
造
川
の
引
堤
工
事
、
高

度
成
長
期
以
降
に
整
備
さ
れ
た
イ

ン
フ
ラ
の
老
朽
化
対
策
等
を
計
画

的
に
推
進
し
ま
す
。

　
一
方
で
、
建
設
業
が
し
っ
か
り

と
地
域
に
存
続
し
て
い
く
こ
と

が
、
災
害
後
に
お
け
る
迅
速
な
復

旧
・
復
興
に
不
可
欠
と
言
え
ま
す
。

ま
た
、
「
時
間
外
労
働
の
上
限
規

制
」
の
建
設
業
界
へ
の
適
用
ま
で

僅
か
と
な
り
、
業
界
全
体
と
し
て

生
産
性
向
上
に
取
組
む
こ
と
が
急

務
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
工
期
の
適
正
化
・
平
準
化
等
を

通
じ
た
働
き
方
改
革
や
、
現
場
の

Ｄ
Ｘ
化
等
を
強
力
に
推
進
し
、
生

産
性
を
高
め
、
若
手
や
女
性
に
と

っ
て
も
魅
力
あ
る
現
場
づ
く
り
に

貢
献
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
の
程
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年

が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
実
り

の
多
い
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心

か
ら
祈
念
し
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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